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2022 年５月 13日 

各    位 

会 社 名 朝 日 イ ン テ ッ ク 株 式 会 社  

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  宮 田  昌 彦 

（ 東証プライム･名証プレミア コード番号：7747）  

問 合 せ 先  取 締 役  管 理 本 部 長  伊 藤  瑞 穂 

 （ TEL.0561-48-5551 ） 

 

株式会社 QUANTUM との合弁会社（子会社）設立に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年５月 13日開催の取締役会において、株式会社 QUANTUM（以下、QUANTUM 社）との歩行

力トレーニングサービス事業を行うことを目的とした合弁会社を設立することを決議いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 合弁会社設立の目的 

当社は、QUANTUM 社（株式会社博報堂の 100％子会社）と共同で、新たに合弁会社である株式会社

walkey（出資比率：当社 81％、QUANTUM 社 19％）を設立することといたしました。 

株式会社 walkey では、ラボでの指導のもと、個人別に提供されるトレーニングプログラムを、専

用のトレーニング機器とアプリを活用し実施する”歩行専用”トレーニングサービス「walkey」を

提供いたします。この「walkey」専用のトレーニング機器には、当社のワイヤー技術が活用されて

おり、当社の製造子会社にて生産を行います。 

これまで、当社グループにおけるデバイス事業は、創業より培ってきた多様な素材加工技術を生

かし、主に B to B ビジネスの分野において事業を行ってまいりました。今後、更に持続的な成長を

実現するため、B to C ビジネスへの本格参入による新規事業の創出に取り組んでまいります。 

今回の合弁会社設立は、博報堂グループ・QUANTUM 社が持つ、新規事業開発および運営のノウハウ、

人を中心としたサービス／プロダクトデザイン力や人の心を動かすコミュニケーション力と、当社

グループの持つ多様な素材加工技術力を活かした、B to C ビジネス参入への第一歩と位置付けてお

ります。 

当社グループは、現中期経営計画の中で「患部・治療領域の拡大」、「新規事業の創出」などを掲

げており、幅広い分野での低侵襲治療の普及と患者様の QOL（Quality of Life）向上を追求してお

ります。従来の治療領域だけでなく、「予防医療」領域にも事業展開を図り、現在、疾患を有する患

者様だけでなく、あらゆる人々の QOL 向上を目指してまいる所存です。 

   

２． 合弁会社の内容 

 （１）合弁会社の概要 

①名称 株式会社 walkey（読み方：ウォーキー） 

②所在地 東京都目黒区自由が丘 1-14-14 原田ビル 2F 

③代表者の役職・氏名 代表取締役 渡辺 達哉（QUANTUM 社 前執行役員） 
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④事業内容 歩行力トレーニングサービス事業 

⑤資本金 ２億円 

⑥設立年月日 2022 年５月 13日 

⑦決算期 ６月 

⑧純資産及び総資産 純資産：２億円 総資産：２億円 

⑨出資比率 
朝日インテック株式会社（当社）  81％ 

株式会社 QUANTUM          19％ 

 

３． 合弁相手先の概要 

①名称 株式会社 QUANTUM 

②所在地 東京都港区芝浦 1−13−10 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 共同 CEO 及部 智仁 

④事業内容 

・パートナー企業との新規事業開発やジョイントベンチャーの創出 

・共同事業やスタートアップへの投資とハンズオン支援 

・自社事業開発 

⑤資本金 ２億円 

⑥設立年月日 2016 年４月１日 

⑦大株主及び持株比率 株式会社 博報堂   100％ 

⑧上場会社と 

当該会社の関係 

資本関係 
当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係

はございません。 

人的関係 
当社と当該会社の間には、記載すべき人的関係

はございません。 

取引関係 
当社が当該会社に対し、事業立ち上げ検討に伴

う業務委託費用を支払っております。 

  （注）最近３年間の財政状態及び経営成績は当該会社の意向により、非開示とさせていただきます。 

 

４． 合弁会社設立に関する日程 

合弁契約締結日 2022 年５月 13日 

合弁会社設立日 2022 年５月 13日 

合弁会社業務開始日 2022 年５月 20日（予定） 

 

５． 今後の見通し 

 本件による、当社グループの 2022 年６月期の連結業績に与える影響は軽微です。 

なお、株式会社 walkey は、業績に与える影響の観点により、当社の非連結子会社となる予定です。 
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（参考）当期連結業績予想（2021 年８月 13日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 

帰属する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2022 年６月期） 
75,296 百万円 14,510 百万円 14,458 百万円 10,498 百万円 

前期連結実績 

（2021 年６月期） 
61,507 百万円 12,795 百万円 13,196 百万円 9,984 百万円 

 

以上 


